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陰嚢水瘤に対するフィブリン接着剤の使用経験
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TREATMENT OF SCROTAL HYDROCELE USING 

           FIBRIN ADHESIVE
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   For the purpose of adhesion of the tunica vaginalis in scrotal hydrocele, we used fibrin adhesive, 
 Bolheale Between September 1993 and December 1994, 13 patients with scrotal hydrocele received 

occlusion therapies using  Bolheade The therapy was effective in 1 of the 6 patients (17%) 
administered  2.4  mg of fibronogen and 750 units of thrombin into the vaginal cavity after aspiration of 
fluids, and in 5 of the 7 patients  (71%) administered 240 mg of  fibrinogen and 7.5 units of thrombin. 
Therefore, fibrin adhesive may be useful in the treatment of scrotal hydrocele. 

                                             (Acta Urol. Jpn.  42: 213-214, 1996) 
Key  words  : Fibrin adhesive, Scrotal hydrocele

緒 言

血液凝 固因子 を主成分 としたフ ィブ リン接着剤 は,

外 科領域 において止血 や組織の接着 固定 などに使用 さ

れ,そ の有 用性 が認め られて いる.泌 尿器科領 域で

も,腎 部分切除術や腎切石術 における腎実質の接着止

血,腎 孟 尿管切石術 の際の縫合部補強 などに使用 さ

れ,良 好 な成績が報告 されてい るト3)

陰嚢水瘤の鞘膜癒着 閉鎖 を目的 としたフィブ リン接

着剤 の使用 については,1992年 に宮本 ら4)が 検討 して

いるが,そ の有効率 は40%で あ った.今 回,わ れわれ

は,陰 嚢水瘤の治療 にお いて,フ ィブ リン接 着剤 の一

つであるボル ヒール⑪を使用 し,そ の有効率 を高め る

ために,フ ィブ リノーゲ ン溶液 と トロ ンビン溶液 との

混合比率 を変えて投与 し,そ の有用性 について検討 し

たので報告 する.

対 象 と 方 法

1993年7月 より1994年12月 までに,当 科外 来を受診

した陰嚢水瘤患者13例 を対 象 とした.年 齢は46歳 か ら

80歳,平 均60歳 で あ った.

フ ィブ リン接 着剤 はボル ヒール⑭3mlセ ッ トを使

用 し,フ ィブ リ ノーゲ ン溶液 と トロンビン溶 液 との混

合比率 を変 えた2群 に分けて調整 した.1群 はフ ィブ

リ ノーゲ ン液 を100倍 に希釈 した.す なわ ち,セ ッ ト
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に含 まれているフ ィブ リノーゲ ン末240mgを 蒸 留水

で溶解 し,そ の2.4mgを ア プロチニ ン液3mlで 溶

解 しA液 とし,ト ロ ンビン末はその まま750単 位 を塩

化 カル シウム液3mlで 溶 解 しB液 とした.一 方,1

群 は トロ ンビ ン液 を100倍 希 釈 に した.す な わち,

フ ィブ リノーゲ ン末はその まま240mgを ア プ ロチニ

ン液3mlで 溶 解 しA液 とし,ト ロ ンビ ン末 のほ うは

750単 位 を蒸留水で溶解 し,そ の7.5単 位 を塩化 カル シ

ウム液3mlで 溶 解 しB液 と した.水 瘤 を20Gの 点

滴留置針で穿刺 し,針 の外筒 だけを残 して内容液 を十

分 に吸引 し,そ の後にA液B液 の等 量混合液6mlを

で きるだ けゆっ くりと注入 した.有 効率 につ いて は,

宮 本 らに従い.注 入後1カ 月以降 に内容液再貯留の有

無 を確認 し,判 定 した.

結 果

フ ィブ リノーゲ ン液100倍 群(1群)は6例 中1例

(17%)し か 有効で はなかった.一 方,ト ロ ンビン液

100倍 希 釈 群(ll群)は7例 中5例(71%)が 有 効で

あった.H群 における有効例 の観察期間は注入後5週

か ら55週(平 均33週)で あ った.有 用性 と貯留 液量,

内 溶液 の培養 や細 胞診 とは明 らか な関係 はみ られ な

かった(Tablel).ま た,明 らか な副作用 は認 め られ

なかった.

考 察

嚢胞 閉鎖 を目的 としたフ ィブ リン接 着剤 の投与 は,

肝嚢 胞5)や 軟 部嚢腫性病変6)に 対す る使用経験 が今 ま
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Tablel.Resultsusing丘brinadhesiveonthetreatmentofscrotalhydrocele

CaseAgeGroupFluid(ml)CultureCytologyFollow-up(weeks) Effect

1

2

3

4

5

6

68

53

46

56

56

66

I

I

I

I

I

I

129

120

80

170

80

35

N

NE

N

N

N

N

I

II

I

I

I

I

26

23

7

4

4

3

E

IE

IE

IE

IE

IE

7

8

9

10

11

12

13

51

52

58

80

73

64

53

II

II

II

II

II

II

II

195

125

NE

l30

54

70

70

N

N

NE

NE

NE

N

N

I

I

NE

I

II

I

I

55

54

28

24

5

5

5

E

E

E

E

E

IE

IE

N:negative,NE:notexamined,E:ef正bctive,IE:ineffective

で に報告 されてお り,そ の有用性が示唆 されてい る.

陰 嚢水瘤の鞘膜癒着閉鎖 を目的 としたフィブ リン接着

剤 の使用 については,1992年 に宮 本 ら4)が10例 に対 し

て検討 した結果 を報告 してい る.宮 本 らは,フ ィブ リ

ン接着剤 を通常使用のごと く調整 して使用 した.す な

わち,フ ィブ リ ノーゲ ン末 をアプ ロチ ニ ン液で溶解

し,ま た,ト ロ ンビン末 をアプロチニ ン液 と同量 の塩

化 カル シウム液で溶解 し,両 者 を専用キ ッ トで混合 し

て投与 した.そ の際の有効率は40%で あ った.

フ ィブリンによる接着法の原理 は,フ ィブ リノーゲ

ンおよび トロ ンビンを投与することにより,組 織上 に

生成 されるフ ィブリンポ リマーが組織接着剤 として作

用す ることにあ る7)す なわち,フ ィブ リノーゲ ンに

トロ ンビン,カ ルシウムイオ ンならびにX皿 因子 が作

用 し,フ ィブ リ ノーゲ ンが凝 固 して フ ィブ リンポ リ

マ ーが形成 され,組 織 を生理的条件下で接着 させ るわ

けである.フ ィブ リノーゲ ンの凝固能は トロンビン濃

度依存性であ り,フ ィブ リノーゲン濃度 を一定に した

場 合,ト ロ ンビン濃度の増加 とともに凝 固時間が短縮

される8,

今 回 われわれ はフ ィブ リ ン接 着剤 であるボ ル ヒー

ル⑧を用い.フ ィブ リノーゲ ン溶液 と トロ ンビ ン溶液

との混合比率 を変 えて,そ の有効性 を検討 した.そ の

結 果,フ ィブ リノーゲ ン液100倍 希 釈群 に比べて,ト

ロ ンビン液100倍 希釈群 の方が高 い有効率がえ られた.

この ことは,ト ロンビン液100倍 希 釈群で は通常使用

に比べて トロンビン濃度が低 いために,凝 固時間が延

長 したと推測 される。そのために,フ ィブリン接着剤

が鞘膜腔に まんべ んな く行 き渡 り,鞘 膜腔 を接着 閉鎖

させ るのではないか と考え られ る.フ ィブリン接着剤

にお けるフ ィブ リン液 と トロ ンビン液 との混合比率 に

つ いては今後 も検討する必要があるかと思われるが,

フ ィブ リン接着剤は陰嚢水瘤の治療 において副作用 も

な く有用 なものにな りうるこ とが示唆 された.

結 語

陰嚢水瘤 の治療 にフィブ リン接着剤 を使用 して検討

した.ト ロ ンビン100倍 希 釈群 で71%の 有 効 率が え ら

れ,有 用 な治療 法 にな りうる ことが示 唆 された.ま

た,明 らかな副作用 は認 めなか った.

本論文の要旨は,第11回 日本泌尿器科学会神奈川地方会に

おいて発表した,
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